
i 部： 珊
I 1［国書

地

質

調

査

所

報

告

第

九

十

人

競

資料全



務
、
ム
仙
川
久
、
写
媛

地
質
調
査
所
報
告

第
九
十
八
銭

日

ヲた

第
十
四
岡
高
園
地
質
準
合
議
参
列
報
告

欧
羅
巴
諸
国
地
質
調
査
所
事
業
ノ
現
況

刀
口
口
二

F
L
I

B
－4
↑

↑

F
2
4
y
l
 



第
十
四
同
高
園
地
質
的
四
千
命
日
議
参
列
報
告



第
十九八七 六 五四 三 二一 十、 、 、 、 、 、 、 、 、 、
次 招分評 議合 組曾準緒 四
同待科議 事

同合モミ合員日 員 織期備言
；義 合 程 目 高
間j 及

図｛在 娘、
f也 信＂＇r ．． 

－ ． ヨた 士畠． 

． 

質
; ・ 一盟主主ム、

メ白~ 
－ ． 

議

；参
－ ． タリ

報
．． 

{!f 

． 

・・F・明圃．． －・E・...... －・E・－・h 圃圃』園M』.

九八六 四九 七五五 二 一
頁頁 頁頁 頁頁頁頁 頁頁



乙 甲
l午I

四 二一総、
、

一卜一、 （ （ （ （ 、 見 三nff"日ノ、 u イ 一「
） ） ） ＼／  

「 「 「

産ーす4主・ 文ア ウ ブ、 リ 長生
、

ノV 「 「 「 「
コミ カ ナ 族表 結’

サ .--.::. ヅ 9 
’守 ノv ノレ ア オ ノv u 1ノ 行題、
ミ〆 ナ ノレ 守、

ウ、、 , 二九 論

ア メ． ノv サ ン
－ノ~ 
ナ 鉛

」

ン〆 鍵鎖 0；~ 硫鉛領」

水 IU WI 111 錯 化 [WJ~ 士山

長良 111 銭 f也

鍍 ． 鎖
itB t也

． 

． 

． 

． 
__L.. 一六五 五五五五 l耳 一ノ、 一 一
一 。7し 7し 7ミ 四 一 九九 九一 一
頁 頁 頁 頁 Z主 頁 頁 頁頁 頁 頁



五
、
「
カ
タ

y

（イ
）

加

盟

地

域

石

炭

地

域

火

山

地

域
也．，

－

，ST
E
 

七
O
頁

（
ロ
）

（

ρ
）
 

（ 

） 

其

ア

j@ 

方

ノ、

頁

ノ、

五
頁

プ、
」、
T
屯

」
ノ

」
ノ

下

F

六
八
百

． 



六二九六リ於 償ク1-:1

月日日小月依ア千 十
ーマ束官十ア次九

日デ京第二第同百 四
ヨ合出十日十曾二

リ議費四ェ四議十一 同
同前西岡五同 J、二 、 時

十見比高丈高西年緒 図
二皐利岡西岡班白

日放亜地班地牙耳 地
マ行経質牙質困義

デ A 由串岡皐政園 号l==t 質
曾 3 互2合 J 舎府ダ 与さ
議ニ月議 1－~議ノラ
後参十二 9 ，..＞、招ヅ ぷ白当F

見加吐列ヅ右待セ 議
皐シマ席ド招ニ JV

族同 1－~ノ布待臆干甘 商参
行二 Y 魚ニニジニ 工列
C 十ヅメ開基吋開
4 三~~－出催夫園催 技報
ニ日市張セ千ユセ 師告
参ョニヲラ九於 JV

加リ到命 y 百ア第 大
シ三着ゼ、二開十 井
タ十シラコ十催三 H和g 
9 一同 ν ト六ス同 上
日十元ニ年 y 寓 年

マニ正決五コ園 四

デ日十定月ト地 義司有 月

曾ヨ五セ十ヲ質 稿

議 Y 年 9 日承皐 唱）

ュ同四 ヨ認曾 JlL. 

列二月 Y シ議
シ十十 同タ品、 P



ド月名組閲ツリリ ノレレ

リ第曾織ス世市ア第 ガバ本

ヅ三議準ノV 界シノ、十 如合合

I－~同加備資ノア約四 ク議議

市逼入委料鏑先十同 ナノ諸

放知手員提産ヅ高高 － y 詳報
保書＊,l~ 等出物千国閥 、 ヲ細告
案ヲ論ヲ方制九ノ地準 以ヲ書

内以文報ヲ 7i壬百 7象質 ア知 J、

等ア賠告通費二算皐 詳 Y 目
ヲ合裁セ）陵料十ヲ合 細難下

掲 H 及 Y セト四計議備 J、キ同

ケノ見千リシ年上ノ 之モ曾

ア提皐九結ア十シ西 ヲノ議

申出放百ア燐二左班 該ア事

込論行二第鋸月記牙 報リ務

合文順十一及各組図 -{1；－然局

よ｛ ；坦路五同硫 i喝織ニ ニレニ

ニ目立立年通化ニ準於 誌ド於

後放ニ十知銭主l官iH ア リモア

之さ行日一書ノシ委開 其該出

セ希程月ヲ分合 ii催 経報版

リ w._ 等第殺布議ヲノ 過告準

珂者ヲ二シ立立珠任義 ノ書備

班ニ報同アュ定命決 大出中

牙割台通合鍛期シ定 型：版ニ

関スシ知期量日之セ ヲマア

内ノV 守主書訴ヲノレラ 報デ長

ニ一九ヲ題主賛ガノレ 告 J、報

在般百以見也否半、 ス狛告

ソ注ニア皐トヲ備ヤ 時書
ア；立十名競シ照ニ同 日ニ

ノ、詑六春行之合着図 ヲ擦

専ニ年合 f也 ν シ手二 型：ラ

ラマ三長及ニ且セ在 ．スザ、



年場地

委書合 五蚕質

記 月議調

員長長 十順査

日序所

鏑 ョ族ヲ

.; .; r}IJ 山イ Y 行中
v 1-・ 農 評）本方心

前リ Y 地務 議組合法ト
農ッッ博 到l 大 貝織議等シ

務 1-・ v 物 皐臣 合準ヲヲ室長

大元大博 研前 長備開決山

区皐皐± 究衆 前委催定局

前地~~ヵ鍍所議地地 員 スシ員

衆質物ノV 山美院質質合ノV 族誼

；ま J}J, 皐タ皐鍍議調調 ニ行ニ

院教教ナ校山具査査 至案大

議授授地教技鍛所所 ν 内串

11 :frR JITt 質主ミ崎山 1'1fミ P 記数
動i翠皐調鍍地監銀鉱 ヲ授

山院院査山理督山山 作等

技委委所技技官技技 製協

師員長長師師長 8i]j 師 シ力

或ミ／

エイエエピエエイセ ノ、本

l 1 ノレム l JVJV  1 ザ 族舎

.; ；；フフフクアデ JV 行議

チノ.；： ): 7 アピ甘 ユ ノJ 準開

ンナナウプロンピピ 侃I11H 
へンラレ ソ ェ オ ヲニン／、

ノレデラ： ガ‘ マイ、 静至
グ：ナ ス JV 1-' ジノレノ 、、
アチて チロ 以マ

スエロ ネ 1 アデ
コ 1 ヅム 同合



鍵
山
監
督
官
長
、
地
質
調
査
所
長
、
理
皐
院
委
員
、
鍵
山
技
師

第第百t第
凶

第

五

第

六

第

七
第
八

第

1L 

鍵
山
局
長
、
鏡
山
技
師

（

ロ

）

議

題

世

界

ノ

燐

鑓

及

硫

化

鍛

錬

地

中

海

沿

岸

ノ

地

質

寒

武

利

亜

友

志

留

利

亜

紀

動

物

化

石

亜

弗

利

加

ト

欧

羅

巴

ノ

地

質

闘

係

第
三
和
有
脊
推
動
物

へ

Y

シ

ニ

ア

シ

鍛

曲

第
三
和
有
孔
患

金
属
鍍
床
成
因
論

火

11! 

帝

岡

放

行

委

員

四

デ

1
、ォ

Y

エ
タ

ェ

1
、
ル
イ
グ
ァ

y
エ

ン

ア

グ
、
ヰ
ノ
、
グ
エ
ガ
、
イ
ン
ク
一
フ
ン

ジ



直 第 第

五 三二一別本 十 十
月 曾合合セ曾 一 ロ イ
一・ 議 議 ') 議 宣言 frh 地一
十 後 前 J、 雑力質球

四 見 見 五 一 類観皐物一 一
臼
、
E畏 ーEす主- 月

、
測的理

午 組 放 放 十 省目注 法臆皐
悶リ 行議行 日 ノ 用
十 ヲ 統
一 自 自 白 ') 

一
E苦ー
織 六五五

_. __ 
ノ、
期

各 月 月
悶 月 一 月 十一
千立 十 十 一一
表 日

者 日 日 日 ーー

詑 至

至至至 JI〆

大 六五五 一
！皐 月 月 月 十 を

皐 一一 四十一
13- 十十 日
一協 一一 一 問一

11 日 日 日 一
地 シ

質 ブ

調 之

五 空モ L〆

研 ヲ

1L 左
所 ノ

等 一
期

一



名

＝器

fff 
長

干支

員

西

班

牙
’ J奇， 

園

王
「

ア

ノレ

フ

才

L〆

ソ

'f有T-;J 
十

一
世

陛

下

ト タ 合 長場合氏織バ表

主島 リ 4 ム 席 一 議列準 ッ者

プ依長氏 致合席備ク ヲ

弦 ブ ヲ J、 着－ 長 ノ 委氏 召

二爾推各 キ ブ ニ 上員議集

於後事関英 之 デ議曾長 シ

ブ 1ム~・ご シ代｛弗 ν ユ長長席・本

議 日 1首表濁 ニ ヒ. ＿，、 セ ーー ft三詮事
長午本員 西賛 ユ 合 ザ就議

J、前合約 ノ l喰 イ 会ノV キ 組
合九議 七四 セ セ ノV 同 織、
議時 ーー 十 岡 シ p ノv ビ「副 上
成三 J、 人語 カ イt オ 徐.＿t ノ
立十英 ノ ヲ バム表氏長協

ヲ 分｛弗姓以 よ 氏員 誼 カ i長
報 主軍 調名 ブ

＿，，，、a• 
ヲ 一 ーー ノV ヲ

告 リ 西 ヲ 京北 ヅ 同封組 ピ伝

シ執 ノ 朗任 ク
」
書 て f説 ン ，、、

散行四讃 ノ 氏 記 セ 準ス リ

合順 関 シ 挨 J、 長 ザ備 者－ ~n 
二え 序 語 各拶席 ノV 委 1 チ
ーー ヲ f可 ヲ ヲ 推ノレ 員 氏 第
従イ吏表越新薦 ピ合同 ー十
ヒ 用 員 ぺ合スオ 書書 三

議 pぇ タ 新長ノV 氏記記 同
事 ノV ノV 書 ノ ヲ 主主主主 寓
及 ~ 承記譲動第デ レ 闘

報 認長 L〆 議十 "- ーー iii! 
告 ヲ ヲ プ「

リ ヲ 四 ヒ． 質
ヲ 諮求 ユ ノJ 提同 ユ ノレ皐

」 ！

進－ リ メ ピ ピ出 寓 イ氏合

行協且 ユ オ
」

セ 閣 ド本議

ス賛 ツ イ 氏 手ノ it!! p ノ＇•·，合·~、E ＼・合与，事•. 、
J、a、 ヲ 各 F' J、 質 議長、
シ 得部 p 議満皐 ./.. 組 レ〆

」

~ ，、



英三露 放 場

露 十 閥 ~ 行 各合組書合

波五 セ H 其 分 場織記

白 人 ヱノ J、 他科 J、 準長長
工...i且f、J ナ 五 諸合 '"? 古市、
西 リ ""'-，、 十 五 雑室 F' 委 鑓｜

旬 シ プ 一 、
務 ノ リ 員 ~lJ 一

等 司王 ノV 関 Wl' ヲ タ卜 ・7 悶リ 評
ノ 蓋ス ヨ ＂$ 二 F＇記 議
諸 シ フ リ ジ 三市 ノ 貝

閑未ノV 参 1宵 ノ リ 女日
* 人 骨 グ、 カ日

員
郵事 オ シ’ 長、

之有 ノ シ 使務 u 」悶ムリ

ノ 合総 局室 ザ I由 主也

ヨた盛；義教 銀備町 質質
ギ合 ーー 千 イ’丁→ へ 調調

；＼：~ 比百 等 フ 新 査査
内 シ シ 一 ノ L二築 所所一
評 ブ 吏 十 i辰三E セ 員 長

ii：合 一 出 務 フ 錬鏑
表員 八人 所室 レ〆 111 11! 
ノ ノ、十 ーー ア タ 技技
如 西九 シ リ ＿，，、 ノレ Sffi 目前
手／ 班 名 ア 数錬

牙多従 名
「 「

日l イ セ

困 シ 来 ノ 大 ザ、

入賞最 書皐 デノV

ヲ l探 多 言己
、

内 エ Jν

ルヒ 最 ノ 数 ヲ ヒ。 ピ

多 出 ト 置設 ニL オ

席栴
」

ト キ ケ イ

シ 者 セ 入 フ 、
猫ノ、 フ 1i旨' L〆 u 

米 八 L〆 見大

仰百 シ 皐合 ι‘ 」



欧
露 1V 稲波那レ伊丹手目希濁 f帰姦エ奨丁チア白 i奥縁側

.::c ~·・

pν 一ト y ス

西..... illi ア 1三力、 太

利

耳

義

か

wv

ヤ

ヨ

ス

ロ

パ

キ

ア
村川閥ア蘭西逸脱蘭ア

F絢 ト

一
Eli ア牙陶成ァ利

四 0 fL 
一一ー ム 一 一一－ ー－ ／、 r二 ーー・ ＝ュ ー－

六ー ゴL O 七三六五回二一二 五 一三五

申

込

数

一一一八 三 二一一ー
ハ一一五一 O 八五回二八一二 O 七三

出

席

数



フ」 同 .ifil 
絢チ .A 南ロ 一一 モ攻」

本侯 十 五 .ifil 
、、、 時 月 多目 阿

ユ デー ャ ロ
フ 一 ヨ一一 ~· i)~ 
〉〆 十 十 リ

ツ~一 'S/ 
与F ノFJ、四 -L. J 、 キリノ、
イ白 名 日 開

、

7、 y 力日アサヨ lk.
春 午 議 官レ

ノず 合 」，5~日＇＂ d開竺h

事
ノ

ソ 長 十 タト
ク

「

ア 一 J:-¥: 日 放
前 ノレ Ht: 程 目頂

二一二一一二五
信ド司S「 フ ヨ 工
長 才 リ 科
L〆 y 鍍 大
ー ソ 叫l 盗ーす主4・

L.. 

教 二一一一一一五第大 』一一一一一一一一一 一←ー→〒±一一一 一一→一一昨十一ー でで±＝ここ ・ 三ケTで＝二＝二ごて三万？てτユこ

JV 十 悪 授
」

E表-1.L., 

大 新法太土日印支問。 一
書 世合 倉 車IJ

太手I]
記 陛場 勉 国

長 下 氏 西刺 耳．

JV －＇，、 方を ノ
「

ビー , プ 出 手臼

オ ゲ 開 席 関国 古本皮那
ii詮事 ェ 11 ア

長 フ 式 リ

友 首 ヲ タ
「

~ 
p 相 思 JV 

グ グ ノ 一一 一五二一、

J.,、 ア 之 、、、

書 t;t• ヨ ナ

記 ノレ リ , 
長 オミ 先 。。

．田町・. 一一 一一 －・a・

ヲ JV キ



日 ヲ ク

* 
Jl v 本 ｛史 J、 千足

手早 イ耳－ ｜羽 ，＞、 者本且合 シ 列午 リ J、、

ちー 日 ヂ充 ヲ f日命 ツ 議 プ 席前 タ fir 
ノ Lp 岡 分敬議 本 ノ 開 ノ 一十 リ 議

五 女日 前王規迎組合名 曾上一 場

月 シ 九陛 察 ミノ 織議 さ~l: ヲ 同 II与 ノ、
上組合百合大一 時下研 自 一一

十 一
－＇，、 究 1~xi 多 織長 セ 議合 p主~唱

四 十退 セ ノ 大準 タ ア 合場
日 ／戸J、 干喧房目 ア t也 ノ 令市 ノレ ノレ員ニ mt; 

ヨ セ レ 質援委 ヲ 乃着於 、、、

リ ア ン 及助 J:~ a快 チ Tf!f ブ 集

開 レ〆 二2 鏑 ヲ ノ 諾 前 7- 本 βι-l 、

~ タ 物輿 ；担，s -t ノ＼合ニ同s、 ’ 2、レ -(,;i. セ

セ リ ヲ 智 〆、、 ヲ ブ 長 ヤ 議 ノV

ブ 希；i主 ブ 多 L〆 レ 同 ー 各
ノv 望 ヲ 1ノ 謝給 王 時J 閥
ノレ 二え ;t:{{ タ t ヒ ヅ 陛係 代

評 介ノレ ブ シ ク 下 4工 表

議 結 セ ヲ レ〆 ::r 
」

j氏 ノ ノレ 員

員 ピ ;./ 戚、 タ J、 四 ヲ

ぜg会寸l'"' 車き うま 語t リヲ 陛御班 百｜

ヲ リ 怨 シ 新前E下 ア 牙 児

l徐 ーー メ 本合謝 ヲf リ l"XI セ

キ 商各合長 シ 地直 以l ブ

各 工所議ノレ 寓質 チ 務 レ
j戸J、 大 ピ 凶

、
［？含14・ 大 各

科 臣放 出 オ f斗￥ F皇 ほ イ回
O』辺l" 、 ノ 行席氏議 興下 ヲ 。
同 祝 ヲ セ J、 ノ 日Jミ ー 立台 握
演 計ノレ 陛趣 ヲ J、 メ 手
11 ヲ 主 多 下 旨 有名 各 ノ

等 以 セ 教誼 ヲ セ 春闘 嘩

議 プ Y ノ、 政演 ブ 合大 ヲ

事 式襲来 府連 レ 長公 R易



見 議 分 講分見

皐 科 科皐 科
撮 演 Y. 旨 演舎族 演合
イ’了ー イ’T→ 

金 午午午五 ·~il1 午午 五百 同午
鹿 後後 前月 筑後前午月 決 日 後

千麦 ~ 五三 十 二及 六十前二 層午三
七 ヲ 昨年 II寺 時十磁 H寺時八十 ーー 後時
時 構 ヨ ヨ .......... －~ ヨ 日午五就 －ι，一－一 ノ、 河礼 ヨ ノ、 二二

一 成 リ 十 ソ 日 探 リ リ 一 日 ブ 時十
十 エえ ラ〉 第 鏑 第十 ヨ 分

「

分「 ノレ ヨ 五 法 十分 ウ リ ヨ

ア 物 リ ~~先J－ 午 イ リ
ノv 質 第4 「

八 ノv 後 レ ノv 第.., 
『、 ノ 7丘 第 一

，、、 一
穆 第 7し ノV n年＇±＠ ノV 第

ア 質 八 ん川角：~ フ 三 jj I.. 七
第

、 、
ン 朕 十 ク 十見 第
水態 九 ！与，i宇,, フ 分皐

、
フ 九、

第銀 第十 ヨ 族 ソ
「

鍍 二:x:. 十 一 dマ リ 千子 ー十
J也 イ 第 ン 第出 コ人 及

旅 十 」教 十殺 敬 第
行－ グ 一 授 及 授 十
者 L〆 第 一
出 グ 十

号菱 リ 一
オ、
μ 

jJ 

ソ

ア

ナ
」数

J受



見 講分線分 講 分見
EーすZ4・ ¥1・ 手守 科皐
旅 演合合舎 演 曾族
行 fi 
五西午午午午五 ピ午~午 五

午 月 班後後前前月 後第前午月
前二牙六三十十二 ド八十十前二

時時一時十 プ 時第時八十
時九ニ ヨ 三時 ヨ 八川 ヨ十 ヨ 時七
ア日於 リ ー十 ヨ 亨 日 ノ リ 一 リ 一 日
フ ケ 分 リ 第 f也 第十
y JV ヨ 開一 形 －二三a 5J 、
ニL ♂.efl:. リ 曾第 第、エ「

「

ニ己 及 第セ 二L 八ス
」

第
、

地 共． 一 フ ア 第 ::r 

方 鍍 第 ν 四 y 九 リ
放 床 コー第

一一 カ 第 ア
行 第三六 フ 十ノレ

者
「

四ノ 第 第地メ ン

出 セ 第決九 プ 十方
号菱 グ 六議第 ノV 一族

第ア十 敬
、

よc.. 午行
JV 九 リ 一 授 後者
技 第 三出

日市 十 時礎

一 一
十

分
ヨ

リ

第

全~＂＼・

八、
第

ー

－ 



司酔べ宇色V ＂＂＂＇胃na;富田EE閣 官官E" 置置~ E珊 百 －四 d’田’

ーー J、 園 ノ 』』 府 名 総見

際 西 ト 努靖・提 ニ五 長ーす4主・ F十

ー／ 班 西力 来大建月 方長 徐~γ 

西 牙 班 ヲ ノ 臣 コ主 一 fi.'r 1’丁－ 
fi}I 語 牙謝接 ノ ノV 十 五分午

牙 ヲ 図 シ 達多未ー Lf Lf 月 科前

園 世 ノ 併 ヲ 大骨 日 間前前三舎十
「

民界 司ま セ 希 ナ有午 十八十戸 時

ノ 語 l1 プ 望 JV ノ 前合一時 日 本 ヨ

温 ノ ツ園 セ 援曾十 日：寺 グ 日 リ

情一 ::? 王 リ助員一式 ヨ ア ヲ 第
」

ヲ 陛之 ヲ ヲ 時 リ プ 以二

ユイご1叫一ニ斗〉． 数 於下 一 戚得開 総 プ プ 空C柑J才f 

フ フ ケ 誼卦謝 タ曾 ィ1f!.T 」"7 終 凹

ン ノV JV 攻 シ スノV 書 ヲ !lJ 了 第

ト ヲ 戟府露 ト J、 記 開放 コ屯
_. __ ノ、、

欲得 勝 ノ 園績誠長 キ 行 第

Jえ ，ーミ ヲ 諒代 イ ノ 数者 十

ミJ 善助表 プ 欣報 ケ 出 一、
結 ト ピ ヲ 員 ノV 辛告 保護 午

「

ビ イ言 且謹 カ ピ ーー ノ 後、
岡 ズ ヅ 謝ノレ オ コえ 日 決 一
王 西ス ピ曾 y ク 議 時

陛 連 班 ト シ〆 長所本 ア 一
下 ，、s‘・ 牙 述ス J、 ーー 同 リ 十

及杢 園
，、a、 キ、 Yニ巳~ 三J 盆正三事？ 分

政曾 ノ 終 曾ア 議 ヨ

府員 文 リ 氏員曾 ーー リ

ノ ノ 皐 一由 ＿，，，、 ノ 議於 第

名 E需 及商曾遠開 プ 一
ー 園 科工長来催千 第

方今 セ 皐大及 ヲ 一一 百 四

ブ フ ノ 匹書謝卦二 第

合 Y 費 J、 記 シ シ十 十

議 、蓬｛弗長愈政三 一



一 一 議 JV 曾 一 ヲ、
ノレ 西 ヅ ノ 粧J 評 シ地共至評 閉
.::r 班公 ア 逸議其質ノJ ノV 議 徐＂r
牙盆ノレ 園員結皐 ピ毎 員 フ、
生日l ノ 司王 地合果曾 オ 日 ノ{!r

質~濁質立立 J、 議氏午ノ、 七 演
調 メ 関皐 前 事 之前各

、
越

査提代者線、後業 1〆 九闘 評 セ
所出 表 中合二困 カ、 時政

議
フ

出 二え 句 一 ヲ 同際議三府 JV 

版ベ C.i J、通 開研長十 ノ 貝
物 カ 戸脚4

本過催究 分代 G日}-己必

ノ、 リ 立曾 シ セ 事 ナ ヨ 表
及頗 シ J、 議 タ ノレ 項 リ リ 者

ノレ質西 ヲ ノV 紙！誼 4 開 ノ 娘、
貴 議班第提合 ーー 岡イ佳 、、、 1ffr 
重 ヲ 牙十案 次代 セ ヨ
ナ撤 四拡諮同表 ブ リ

ノV 同 開 同 リ 合員 L三組
モ 7- イ在高決之 議 皐経l織
ノ ，、s、 セ 閣議 レ 開合合 セ
多 ミJ フ 地事 ガ催協 ..＞、 フ

キ レ 質 項承地合必 レ〆

ブ タ 皐中 認等若要五
以 ノレ 合主 ヲ シ ーー 月
ブ 本 議 ナ 得閥ク 磨、二
絡 合 ーー JV 以ス ..＞、 ジ 十
版 議非 司云 プ ノV 合 時四
ノ 合ズ ノ 事諸員 Aト e日
モ 長 ト 左務般等 開 ヨ
ノ ヲ 主 ノ ヲ ノ ヨ 1!r リ
J、 主主張如露 問 リ セ 同
再 重 Jえ ジ 問題提 フ 一版 シ ノv セ ヲ 出 レ 寸A、
Jえ 且 司王 リ 評セ 雨 日

’S
 
E
 



五

ー・田園圃圃 ーー~・ ・－目咽． ．園田・唱・ - -

阿妥メ図緊提ノごヲ fl,] ぺ提 4決ば
弗石各掘要案 1 提牙シ議閣議本
利串岡態ナ卸マ供利トュ日1 ニ闘
加鎖国委ノV チニス岡議判・版劃ニ

地物韓民事ニァ諸地決シ物シ於

質皐ト合項千扇外質セ露中本ア

金石協ヲナ米プ図研ラ語英官十

固油議組ノV 以カニ究ノV ヲ濁 J、勝

完破ス織ヲ上 ν ア所 省働経l岳

成床ベセ以ノスモニ キ伊曾噴

ノ皐ジンア掘ト此於 露西ニ火

目及トコ寓露雲市例ア 語及於シ

的地決 1・岡ヲ昌二 J、 ノ露アタ

ヲ球スヲ地行ア倣所 モ語戚ノレ

以物 希質ヒ開 J、内 ノ以謝ニ

アまll¥ 望感地催 ν ニ J、外ノ付

来皐 ス合腎セン特 英ノ意災

ダ分 本議ヲノレコ別 碕モヲ害

其科 提ニ 1¥113 石ト室 ｛品ノ表見

所合 案諮査油ヲヲ ff} .＞、セ舞
領ヲ ユリス掘望設 及上リ文
植新 主J各ノV 擦ムケ 西記）ヲ

民設 シ閤コ合 外 語閤 日

地ス 特地ト議 岡 ノ語 本
ノノV 別質ノ、ニ 人 何ニ 代

地コ 委皐地於 ノ ν ア 表

質ト 只図質ア 地 カ約 小

悶 ヲ龍構議質ニ説官

無 事ヲ遣決研アヲ ニ

唱キ グ包研セ 究 約附 註

各 意有究ラ者説スノV

図 見ス上 ν ニヲペコ

政 ヲノV 甚タ之附ジ ト

府 纏寓ダノV ν スえミ えと



一
六

圃圃圃ーi

コ
ト
ヲ
希
望
ス

Y

旨
通
告
ス

y

ニ
卦
uv
、
早
ク
之

ν
ニ
着
手
セ
ラ

ν
ン

~ 

一
、
世
界
古
生
物
皐
及
居
位
皐
用
語
辞
典
委
員

合

ヲ
開
催
ス

y
~ 

一
、
本
曾
議
開
催
ュ
封
uv

篤

ク

好

意

ヲ

表

セ

ラ

ν
タ

Y

西

班

牙

皇

室

ニ

謝

辞

ヲ

奉

墨

久

JV 

一
、
英
、
濁
、錦
、
伊
、
西
岡
語
ヲ
寓
岡
地

質

事

曾

議

ノ
公
式
語
ト
ナ
九

コ
ト
、
（
露
図
語
ヲ
モ
之

ν

一
加

λ

Jえ

，、ζ

シ
ト
ノ
提
議
ア
リ
ノ
シ

モ
否
決
ス
）

一
、
毎
曾
議
問
ノ
事
務
蕗
理
上
常
任
委
員
合
設
置
ノ

コ
ト
、
（
本
提
案
ユ
謝
ジ
次
同
開
催
地
決
定
問

題
其
他
ノ

事

務

ュ

閥

シ

ア

川

前

向

曾

議

役

員

ノ

責

任

タ

ラ

シ

ニ

議

決

さ

JV 

1‘ 

~ 

一
、
次
岡
高
園
地

質

皐

曾

議

開

催

地
ノ
候
補
ト
シ
－
プ
「チ

ァ
キ
ア
」
園
及
「
ア

Y

ゼ

二λ

u 

•Y 

~ 

ン
」
囲
二
交
渉
セ
シ

モ
謝
絶
セ
－
フ
ル

一
、
次
岡
市
内
図
地

質

皐

合

議

開

催

地
川
本
命
日
議
役
員

一
任
ス

人

科

会話r
s 

／司、
メJ

分

科

舎

川

各

議

題

ュ
従
ヒ
之

v
ヲ
十

一
一
也
別
U

戸
、
各
分
科
ニ
於
d

プ
論
文
ヲ
朗

譲

シ
、
或
川
闘

表

ニ

擦

y
混
迷
シ
、
或

ρ

幻
燈
ヲ
用
ヒ
ア
説
明
ヲ
試
ミ
、
各
自
ノ
研
究
事
項
ヲ
畿
表
ス

Y

ト
共
一
一

τ2 

ト

ン

チ



と

如ニ床ノV 之
第第第第第第第第 分分キ国成論分レ

科 J、グ囚文科ヲ
ヘ七六五四三ニー 曾 1目減論ハ曾討

科同序中長其ノ、議

分分分分分分分分 数日地武一蚊毎セ

合及程球利百日 y

科科科科科科科科 論以物亜七午

別文外王＇ TI 紀十前

会合会合会合合合 ；故ニ皐及四及
ヲ夏 Z之志編午
各二金留ニ後

議ー鑓利シニ

題同床亜ア開

l司 別ノ成来日内催
ト討因勤地シ

セ議論物球其

バ舎ニ化物数

左ヲ閥石理純、

ノ催ス亜皐計

数女日シノv I)~ ニ四
四一 三 二四四四ー シタ分利関十

ノレ科カ日ス五

程合トノV 同

ナノ、！吹モニ

ヲ最羅ノ達

論 モ巴最セ
盛ノ多 y

合地数曾

文 ユ質ヲ員

シ閥占ヨ

ア係メリ

i- 十十十数 後等金提
五四十六五五四四 者之届出

ノ ν 鏡セ



曾 連 ク Wt 
第第第

五 ーー 同 五 プ氏議五合

月 招 月 米組 月 議
十十九

二待 一 図 織ニ 中一
十 ヲ 寸A 代 準十左 一
八 ~ι r. 一えJ・ 表備三記 九 ノノJ、 ノ，J、ノ、

日 ク 日 日 貝 委 日 ノ
、 ノノJ、

午 午午 よ員 午招 招 科． 科・科
後 後 問日 ン 曾後待

五 六十 フ． ノ - fir 結2 令令舎
時 時 一 教午時 ア
自 一 H寺 授餐 ヨ リ il旨ヨ「
然 一十 間 南 ノ リ タ

科 饗
「

分 立 米 ノ、 リ

皐 ヨ 美 i 臆 レ

I専 リ 初普 JV ア .7-

物 レ 軒：．
、

ジリ オミ

告官 チ ェ曾 ブ

一一 1.1 オ乃 ン 長 ノレ

至」区産ヨ
「 」

招 カ チ ノレ

カ 綾 1〆 ピ各
四

ン
寸ー 一十」

L〆 国 lι！・v日'・ 闘 オ
」
も判 ヨ.~ - .ヒ 11¥l

宮古 内 代 氏イ℃
内 於縦 表 ノ ．表
縦 ブ 長l"Zf 員 挨 H
覧

「 ：； 拶可ず ヲ 七
ヲ 許 フ 一

ヲ サ ブ ヨた 名
、ゾ ノレ ギ 主主 八、

ノv 前其

rfl 氏合夫
長 等 長 人

百
ノ 詩J レ ブ 七円l 二

国 肉m千'・ バ J－：~
十 十十十

四凶 i!.'i 三

遊 ヲ ， キ



！ 種ノレノ共 王 臨 ノレラ

ノヲ謝他五皇同ム五 レ同

舞喜鮮千月太 月 各

踏プア飴 三 子 二 l永i
ヲト Y 名十外 十代

ート佐越後列日皇 九 表
、三／べ大 f市午族日 日 者日

｜失 f一臣て後ノ午 午 ト午
長旦 J、臨i九臨後 後 個後

同ノ宴今ノV 時 御十 六 々十

舎観曾同盛ヨア時 時 ニ時

議覧ヲ自合 9_, ＇） ヨ 錆 判官

開
ニ閉岡 ヲバ ') 山 話中

供デガ「桶レ オ 大 セニ

イ雀セ援各ムス ポ 皐 ラ招

地シ舞園宴ホ ロ ノ レ符

メ踏著曾ァ 扇 催 従セ
タ室名壬i三ノV 場 ニ 各ラ

p ニノユニ ニ カ 閲ノV

於皐シ於 マ カ 大岡

ア者アア v JV 公王
凶ニ合商 リ 間 使陛

内自長工 ッ 遊 等下

各閣ノ大 ド 合 l、女

地ヲ挨臣 市 ニ 共王

ノ紹拶ノ 長 招 ニ詑

諸介ア公 ノ カ 全皇

風シリ式 招 レ 合太

ブL 俗貨穣大 待 枝 員子

ヲ情ア宴 ヲ 内 ニ外

示ヲ各合 受 ノ 酒皇

事ノ明 filxlア ク 展 肴族

lt ニ 1-¥: y 図覧ヲ臨
ヅシ表合 王 合 ft易席
各タ 員員 女 ニ J、セ



果皐ニモアェ時九 決ノV

ノ ;fijLj 於ノ加ノレ f~ !ri 本 定二本

接 tアナフゲノヲ同 方三同

表利！曾リノV ア地増曾 法｜喝含

ア盆議而ニノ居シ議 ヲニ議

リスヲシ非硫ヲ前ノ、 ート 諮照出
シノV 開 7 金化包例合ー ソ合府
ガ慮｛控是民銭有ナ員 、 シセ者

如多シ等鍍鑓シキ数乏iJ•士日 ニシ中
キ大地 i漬物 i且記ユ 本モヨた

ノ、ナ .Pf床中ノレヅ 114< 於 問何巨j

単ソ居ノカ 7 金ヲア ！芭 ν 合｜

殊枕生タ 1 厨作従をf!Hflふ J、モ議
匹［ニ就成ロデ鍍リ来 主主受開

JJf. 屯構ーニシ物出i最 ニ，W:'f イ佳

牙~｛遺閲ア〉豊ノV 多 本セノ

図及上シ地水宮盛数 合べ招
ヲ磁ノ諸方銀ニ合ト 議困待

利気諸説ノ鏡シヲ栴 役ア肢

スヲ川ーがl ノア械セ 見合ヲ

ノレ地題定里如リメラ ニ長携

ノ下ヲセ及キナグレ ーノ、帯

ミ~~攻ザ岩何レリシ 任主F セ
ナ物究ソ盤レス而第 ス議シ

ラノシシ鍍モノシ七 ;v H ごを

二て、探叉モ床世鉛ア同 コ合ノ

一究鏑ノノ界望者間露 ト及ナ

般ニ床ア知有三？却I 闘 ト線キ

世態生リキ数ノV 牙合 ナ合ヲ

界用成シモノバ械l議 ν ニ以

ノ研論ガ亦大~ J、ニ ソ於ア

臆究ヲ今著鍍ノ j由比 テ荷

用セ討同名床銭質シ 之々

地シ議問ナニ埼上八 ν 望

質名＇i シ依l ノV シウ各十 ダ？

こ
0



~－ 
上

ヌ、

一
大
刺
戟
ヲ
輿
へ
、
地
下

ノv

ノ
ナ

9

司王

ニ
理
浸
ス

Y

鉱

物

ノ

探

索

上

貢

献

セ

ミ／

ト
多
大
ナ
リ
ノ
ト
信

:::r 



怠

任’ f塁~~ ＊.唱盟

Sect.ion I. The World’s Resources in Phosphates and Pyrites. 

uυE'l'Zll¥GlcR (N. （＇.）“ OesLorrei<:l山clwPhospliatrorsclu111g.い
'.¥fALTAVKIN (M. S.) “L問 gisomontsde pho日ph川内 dela R川付ie.川

内卜：I.LARD只（l¥lr.K. H.) "Origin ofもheplwspl1川csof Fl川市1:1.. '' 

Kru 円~LI .'-' (IL :¥r.・1 "lTl'l1<'1'χW刊・k1111.J ~ft.I.] 1山fo1]1'1' Lag1・rsf.:1nUnn-Tn＼・ド11t11rc・n.い

Section II. Geology of the Mediterranean. 

FALLOT (l¥I. I'.) y U1aN01・xC~I. M.）“Contrilrn tiぃnt¥ la con nni ssa nee rlcs terrains neogenes ct 

q unternairos nrnri ns srn‘los co胎sm6ditor1・nn60nno臼rl'Espngno."

.T OJ.EAUD (l¥I. L.）“L'l 1ist.oiro g・6olo只iqnodo la '.\f()ilitorrn. 1111 （~0 occillentalo, d 'n1m~s ks 6cl1nngos 

rl何 fanno日もOlTO日t1・C円。nもl'Cl’E11ro1下o0t l・AfrirjUC＇.叶
XowAK (H. E.) “＜ ;ool内gic心日 l¥1i1tdl肘 rnlisじhenMN・刊日．ド

I! Ill 
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JOLY (M. H.) “Les re:mltats d'etudo日geologiquo日目Lll'la uliaiuc CcltilJGriquc." 

.JAcon (M.) y M. M. li'ALWT, As'l'Ia.: y Crn.Y “Observ川ionstoctouiq ues邑Lll'lu ver・sanもmeridional

des Pyr・enees."

s’'l'ErNMANN (JI. li-.）“Die opliiolitischon Zouon in don meditorranon Kott山 golJit-gcn.”
Cm守；VAT』rn (l¥L. M. R.） “L'evolution geologique ct pliy臼iogr叩 hi<1no LlarnづlosI'yr6neo己 eもchms 

l’1¥mpnrdan pendant lo Sicilien 0もloQunteruaiI℃．円

13ROUWEH (1仕． H. A.) “Overもhr・L1日も str u ct uro inもhoeastern BeLic Cordillera." 

Hnrf:NEZ de C1sNEROS (D. D.）“El lias medio alpino en cl SE do E自pai'i凶yaus relacioues con 

los dem{ts sistemas.” 

HoYo）・ G6MJ.cz(D. J.）“La tectoniq uo du tortiairo continental ib6riq uo.円

lVI.~'l'OCSEK (Mr. 0.) “ Tho JH・りlJlomof ovmtlnnst fa11lt,i11g in llto L1け1・the叩n i ~ I ιLlldi'i of tho Adriatiじ

Sea." 

WINKL1m H1-:n~1ADEN (H. A.) “Uoologisclio lよadoVり11人llmnioni. 11. γり11l:'.200,0りり u11J der 

Ueologisd10ムufban¥'On Albanien ¥Y. K Nowak.）門

L,,111人RE(1¥l. l' . .f. TL) "8lll' b stnwtrn、011 cs Pyre nee円n凡varai日es."



Section III. Cambrian and Silurian Fauna. 

じAJWONELL（υ．人．）“ Notasol.n・o los yacimiontos do A.rchoocyathidos do la Siorrn Morena.” 

ULRICH (l¥Ir. E. 0.）“Comp川 isionof European and American Paleozoic systems.η 

SUN （ ~fr. ,J.じ．）・4討iluriau(OrdoYici<.m aull Uothlamlinn) Fauna of China." 

HUN"J』T(H.R) 什 （ ~ra1山litlionl'auna dos dent恥 henSilu1・日η 

＼＼・ UH~L (JI. λ．）“ VoLcr irnuc11LdcckLu Cambi・isじlieFau 11e11 i11 De11 tc;chland." 

CAn心ONιLL(D.人．） れ Dop6sitosconsidcnt山SGりlllυca111briai川 づむllel Sur do Espaifa 11ue deLu11 

pasar al culm y al devoniano.円

Su~ (Mr. J. C.）“CamLrian Fauna of China.” 

Pu. (H. .J.）“Dio Kalkalgo11 dos Altpalcozoikum：：＞.” 

J\.~11 (jlr. IL M.）“＇J'hc Cambi叩11foc;::;ilsりfUai1a 

Hwり’r(l¥l. A.）“l .a fo11ne camlJI’il'lll IO d LL Jlla吋:-JiJ'anw icaiu.、] 

UzARNoc1王I(l¥L J.) 6‘Le cambr‘ 11 Gもla fo una じ叫rnbrienno do la parもieconもralecl u ma白sifd 0 

s，＼叩tyKrzyz (S. Croix) on Pologne.” 
KoDYM （~I. 0.) "Surles zones a gr叩tolith es du Silurien cl4" la Boheme conもrale."

I）同



11 ~~ 

¥VEDI二Kl:¥D( fl. lU 、Baut11HI Bcdeulung der Ubc1・r:nlnrisehen EむurnllenγonGothrn d. ' 

（ ~ol:'l'ANl （、i¥I.l¥L) "La pal山z,j(1lWdむ：：； al1w::1 em・ni<jtwscL clりl'iledu Banlaiguむ．？？

Pu:rmr (l¥ll'. K (!.) "Oi'g:tnic n11<1 p11ysicnl c1・iiρriain strnt.igrapl1ic （引lTPl川ion."

Section IV. Geology of Africa and its relation to that of Europe. 

DrxEY (Mr. F.) "Hoconもimではigationinto tho geology of Nyassaland.円

RAUW (M. 1 r. J. S.）“ Lesもrnits g('neraux de la (feologic de l' Angola.円

HANGE (H. P.）“ Die Ueologio der Kuosten wnoste Suerh刊 stAfril王aszwisohon 心mKt巾ohnrnl 

<1or Lueder甘zhucht-Eison balm.'' 

KAISEH (H.日.） "'rel王tonilζu吋 Morphogono日isan d01‘Kno吊t。仙1。dwo日t-Afrilυ1日．円
Km・ 

丙ADEK(Mr. H.) "T、hoprincipal日tr‘

VE 

（ちも le qunternaire du litoral do I’An只ola.”

LTTTLJ•; CMr. H. C.）“D内 criptionof a new geological map of B.町ア］〉も伽山 1:2,000,000prepared 

for thn International ffοoloo-icn 1 man of Africa.” 
とコ ’ rち 1 



人HABC¥11. :'¥.) .. Essa1討lll、l'ev刀lutiungeolugtlJLlC de l'Em・o1Jc ct sur se己 nqJ]JOl'tsav’ec cello do 

l'Aむiqnじ．｝、

Russo (?d. Ph. A. F.）“Ln rprntnrnnit・o<b11s le、s1Tnnts PtitPa11:--:: l¥f川 oeains.”

卜~T、El•' .\NfNI （斜i只.（：.） υNn 

（《AYt・:trxDL L.、） ,, r；，け・i《、i11（、 dPs吋；tblο邑de,;duw、廿臼；d1:1ric、llll!、バ‘． 
＼ 円

M九RGt・:Jm:(:¥I. E.山）“Cartog（~olngiq ue geuernle du l' AJi・ique." 

S’l'AL' J¥ (X. IL) '' C'adnnkon zum向rukturbildSpnniens.・9

Forn~＼fARJER (M. I'. F . .J.）“L川 traitstlirectuure de l 

Section V. Tertiary vertebrates. 

Fr』El'JlY('.¥L K) ＇‘L。Smninmi「οl'
（＇λR¥'.¥.IλL (J).λ．）“Kota sobre n11 yncimicntc de fosilc臼Y。rtchradosou ln J】1・oviuciade Logroおo.'・
DEP~：HET (M. C.) "Le臼sin只cs「ossilosdn plioceno <lo Franco." 

（‘，＼ nnOXFLL (D.九．） “Notasnb1・plos yortobrndos tercim白io司lialbcloson Cerdnl•s. '' 

.JoL1・:,¥uD (:¥LL.) "Los prohosci山οnsot los antilopo日 fossile臼＜~thiopoons. ' '

ILVL'ALLEll "Ln日yacimient.osclo yerto1、radns fosi los minc0ni e川 110Cntn ln日a.・ 司

I lザ
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Section VI. Hercynian Folds. 

¥¥ToWAJ.王（M.J.）“Lu nature ct le role des pliszemeuts hercynicns en Polognc." 

'l'Jm~mm (M. F. M.）“Los mouvements hcrcy11i011s dnns l'Indo-Uhino co山川1."(do J. Form：目。t,

Iud山o-Uhin

KuEU'lZ CM. St.) “Contribution a la p6tr0graphic tlcs r、oclwscri司t.allinsllο日むlrniuosancicmrns 

de la Pologno meridionale.円

KnAuss (H. E.) Der geo1nechanischc 'l'yp山 dor乱Jiもtclreinischcn l¥fa日SC.円（Vogo臼01凶 cln、，nr

SUESS (H. F.) “Die 'l、iefe凶 trul王もl

das Ver自もaen<lni日dcrGebirgssもruktu1目enim Allge血 oinen.'' 

（〕」rnrn ELL (D.λ） .)' （〕ASACHAVES (Co吋 Gde）“Ln plog正tll山 OI山

gee』l己＞6iCO-L（‘ct611icosde b provincia conlolJcsa.叶

B,¥CE.I，じぷη （Mr.IJdζじ（；．） 4‘（）』l1t心re.下r.11iaurりl《Liuζi11LI IむI川olarar《；

I王OS卜昔λIAT(lL F.) " lJdJerscl1iclnm広onim vari出Lisclwn Bo芯en i::lach別us llIHl der SU<leLeu-

laon1 ｜ゃr."

CAsBO)<EJ,L ~D. A.) "JγCAS人 CHAVEil(Condo de) 日日ip仇esistoct6nir:as.-N川ioiadPri＼アnrl日 れrorca



山 laraz 

relati¥アa臼alcaso de Es pa亘a.

Wumr (H. A.）“ Deckenhan im varistischen Gebirg＜＞.” 

Section VII. Tertiary Foraminifera. 

:MAHSHALL (Mr. l'.）“Larger Tertiary foraminiforn in tho South吊TesもPacific."

PEPESCCベTorTESTI(M. J.）“Contributions :l. la connaissanco de l'oxtonsion des nummnlites do 
grande taille (1ans les regiollS C礼rpathiCJUCSon partioulior ct (1ans cellos medit。rrr<111ecnnesen 
general.” 

CAHB0"'1:ELL (D. A.）“Nota日obrclos de1】（1sitos品「ormni凶lCl'OSte凶 arios <le ('.t'11・tlobn." 

TESCH (M. P.）“H刷

Section VIII. Modern Theories of Metallogeny. 

CARBONELL （υ. J¥.) "L川 yacimiontosdo motales poco frocnontos on la p1・・ovinciado C(n・山1J乱 y

on oもroslugares comparablos a olla goolligic乱nwnte."

REDLICI王 (H. K. A.) “Beobachtnngen an 円仙iclttigon Kieslagorstaotto11 dor Alpfm 11 ntl 

Kar paもhen."

，，~ 
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PETRASCllEK (11. IV.）“ Metallogenetischo Zoi 10出du、1・Alp℃n."

STAPPENHECK (Tl. H.）“Die geologisd1u Vurtuilnng dor Mincrnllager叫aetLeuSne山 lll。rika:-J."'
出；)HUJl!ACHEI• (lI. F.）“おfotallogenoscdur ErzlagcrstacもtonS]Ja吋0凶.＂

P一l埠I•ム‘\DO MA吋（D.P.) " （土enc白isdo los filoncsむupriferos y dioriもaexυm6rιca de la Sien’all 

Algair‘en." 

BimosT即日N( l¥Ir. L. IL) “The melting aml dissoci乱tionpointsりfsnl pl1iL1e miucrahi." 

Di沼 AY(:¥!.A.）“ Sur la g。nesedos gi別mcnt品do1う1ritelie la r・egiり11llo Iluolva.1' 
H1mEzA 01~Tu:'<o (D. J.）“ci1oorfo gonornlp<¥rn oxplicar la genesis y formaci6u do los yacimic、utos

moもaliforosde tipo primitivo.円

HoRDSMAN (Mr. W. H.）“V nlcanism and metallogensァ．”

FA.BR卜WA吋（D.P.）“ Gene臼isdo los criaderos mctaliforos：旬oriatcrmo臼ifoniaua."

A.LVARADO (D. A. do）“Fractnras moもalizall川 on必rm.iuo(le And白dar.円

CAI•別、EN:O (IL U. W.) “ Ucbcr dio (fonosis llcr Kie引 ・orkomnmisficim 'l'rowljl'1ngcl山 I.(Nけl・＼＼・ト

gen)." 

BERTHοN (M. L.) y向OJ,IGNAC(M. lVf.）“Gisomcnts rlc for clo b 'funi円ic円。］：恥ntrionak円

DoELTEH (H. C.) "Die Reaktionen bei der Bildung der Pyritlngersiaetteii.＇・



Section IX. Vulcanism. 

S上；lDL(H. E.） “Die Tektonik dcr Al pen an日mcclrnnisch-physikali1:1cl1osproblem; erlaeutcrt an 

der GesetzmaessigkeiもdesSもoerungsmechanismusder Noerdl. .Kalkalpcn. Ein Beiもragzum 

Problem des Vulkanismus.” 

Nor.1;;sA (:M. n凶ronF. de）“Sur la distrib日tiondes tupos pri11じipalcs山Srochcs volcauiq nos." 

lNGI,ADA OH.S (D. V.）“日1sismo dol bajo Scgurn de 10 de sciバicmurn llu 1リ19."

CH.t;;VALrn民（M.M.R）“Latocto山qnoct le n由 anisrnotla山 lo己 regionsd'Olot. Uaiiolas ct 

Ampurdan." 

WINKLER HEJもMADEN(ll. A.) “Dicjungcn Vulk:wo am Ostrancl dcr Alperしけ

BACKLUND (M. H. G上） “Lorole des intrusions granitiq ues clans la chaine calidonienne de la 

Scanclinavie." 

TAV必RNι （Mr.N .. J. 1¥1.）“人ci.iYC＼・olcm100臼ofcliffcrenL Lypcsり1・Javn.＇’

対LAVl区 （i¥ r. rつ いl,cs pillow-Ltva村 山lgonkiunncfidu la Buhl:rne.η 
SALOMO.'.¥' CA日 I(IL W.） ‘《 Epcirogen附 slllHl lJ1叫 lllHもisヨchoHc11tm：貯n.

POLJAKογ（MτB.) " Opinion provisoi1司ee:ouccrnent unc depcndancc possible dos phenom泊 目

iii I 
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volcaniq nes de la dilatation出ermique des rochcs." 

INGLADA ORS (D. V.） “CC"tlculo de las coordcmaclas <lel foco, basade en la hora inicial do los 

sismogramas registrados on varias estaciones pr6ximas.円

（！人RnONELL(D. A.) y CASA Che孔VES(Condeろdい） 日Aplieae)n dわ1（、stu1liο ＜1のalgurn m九tP、rial円
litol(l三icos<lo la prnvinei日＜lοCXir<lohaa la intnrprdaci(m do la linna tnd(lniea <kl Gnaclal-

quivir.’ 

Section X. Geophysical Studies. 

MoucHKETOFF (M. D.）“Organisation des oxploraもiongeologiques minieros, geophysiqnes ct des 

fonillos on R.nssio." 

GAvr.:r.rx (.Mr. A.）“（干oophy日ic九lprospecting in Sw’のclPJ1.” 

Kossi¥fA'l' (H. F.）“Geologischo Erlaoutornn.号。n znr Frago dor isostatischon Hoduktions-

nユeもhoden."

NLKIFOROY (M. F.）“ Sur los principes des methodes gravimetriques叫 sismiqnosde la prospection 

geologig ne.” 

SA.xs HuELIN (D. G.) “InvP.stiξacioncs goo行日ica円rnla Cuenca poti'i.sica clr Cc<llabnr1a.'' 



SoNDBKJ:W (H. K.）“ Schwcdisdrn olektr匂cheSchu01・fmctl10dcn."

RRTNECKE (N. A.） “Eine kleino 1wu0 photographische r0gistrierondc Drchwagc nach 

Schwoydar.’， 

（！人只ACHAVES (Cornlo do) “Una hip6t0日I日ffsicn，心 lascansas恥 htdiscontinni<ln<l g0ol6giea.” 

MoucmrnTOFF (l¥f. D.）“＇l'l'ilYfl,llX心 1’11川 itllt 恥 l九 （：（哨］下l1ys月i＜一i

J¥RC'rOWAKI (M. IL) "Hcsult日t日 rl’οb吊oryaもion円広eothοrmiqne吊 fn.itesdan日JespuiいaPetrole rlρ 

Borplan." 

Q,UIRKE (Mr. 'l'h.）“Geophysical studi何： a)their applicaもionto geology: b) on the subject of the 

deformation of the crust of a shrinking splwrο. " 

NIKIFOROV (M. P.）“Sur quelquos uns des rosultats cle 1’叩plicationdes methocle日 geophysiqurs

a~ la prospection geoloq ue clans 1’U SSR.” 

SANS HuELIN (D. G.）“Compensaci6n isostfitica en Espa百a.”

V.Az QUES AROCA (D.R.）“Una nueva correcci6n qne qnizas convendria lrnccr on las deter-

minaciones de la gravedad terrestro.” 

NIKIFOROV (M. P.）“Un nouveauもypede sismograph por凶 ifpour les observations dans la 

111111 
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campagne." 

NAVARlW N.!WMANN (D. M. N. S.）“Sur quelquos contributions de la geologic a la sismologio." 

HAARMANN (H. F.）“Die Oscillaもionstheor匂， eineEr・kluerungder Gebirgsbildung.円

Nrn:nwRov (M. P.）“Sur un nouveau type de variomotre de gnwite a comto periode." 

KINDELAN (D. V.）“Es de gran interes y s01・｛i(1til el estudio e investigaci6n por procodimicntor; 

gcofisicos do lor; terrenos mioccnos y azufrcros del SE de Esp凶ifa,por si en cllos oxiston 

deposiぬsde hidrocarburos su日copもiblesde aprovechamiento indusもrial.け

BRES BARANDICA, y MrLANA DEJ, Bosen. “Rdacioues en tre las anomalies de la greveda.d y la 

constituci6n geologica de Espa11a.” 

Ko主；NIGSBEl¥GER(JI. J .） “Uebcr die Bestimmung dcr l¥focchtigkeit von Schotter-u. Sandmassen.” 

AJ¥u地υNN(H. H.）“Sysもcmatikdor geophysischcn U ntcrsuchungsmethodcn.” 

BALFELD (H. N.）“Dio geologischen Grundlagen fucr die・ Anwendung geophysikalischcr 

Aufschlussmcもhoden."

Gu, (D. R）“El cmuino a scgnir para el descnbrimiento de los yacimientos de combustibles 

liquido臼ys6lidos en Espana.” 



Section XI. Miscellaneous. 

HOLTEDAHL (Mr. 0.）“Feaもuresinもhestructural history of certain arcもicregions.” 

STILLE (H. H.）“S加mmbaumder Gebirgc und Vorlaender." 

WrnKrnR HERMADEN (H. A.） “Alpon nnd Dinariden." 

WEGENEH (H. G.）“Ucber don Gebirgsbau von Suodchina.リ

H1mNANngz SAM！’ELA YO (D. P.) y CINCUNEGUI (D. M.）“Cuenca de Hibo:;albos (Flom Moderna)." 

（~IL “ Cuenca llo Ribosalbc:; (lm;ectos）.” 

DAN'l'IN CιRιCl他人（D.J.) “Los snolos de Espalrn.” 

．
 

i
 

t
L
 
．、i “El arroyo subsocucntc do Valclcbeba：；.け

GmaυIWWlTSCH-131地 E出 WSKY(1¥1. N. A.）“＇l'orrainsもcl'Li凶iresdu Daghc:;tau.”（Caucasc.) 

Gm；民ASTI!IIOV(M. A.） “N ouvollos donnecs :;ur la geologic 山 Cancaso.円

H.ENNGAHTEN (M. V.）“Les凶 uvellosdonnees sur la tccto1判uodu C札LLじt胤．円

SWIDERSKI （日.B.） “Quelques nouvelles donnees sur la tectoniquc des Cm・p川hes.η

IlAi¥IBEIW (H. K）“Die Roel円1temper叫 urender Gletschcr urnl Inla.山 lei：；.円

ZuBEH (M. St.）“N otos sur los cla日silicationsdos cardiLbo clo fonnu品sauma tros.'' 

111同
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Tr.:uMnrn (M. P. M.) "L'homme au co1umo11ceme11t dos 白血ps11eolithiq uo邑 onladυーUhiue."

（山 H.M川 suy,I山lo-Chine)

PA'l'AC (D. I.）“La forrnaci(m m、alienso espn iiola.” 

.JACOVLE¥' (l¥f. l¥T.) “Lo日1・fllat ions ri:,ci prrnpie日ontrPlo Pcrmion ct le Pοrmo-ori, r ]Jon ifo1・P."

CuETO Y Rm-DrAz (D. R）“日eologyof the Cantahro-astm‘iPn 1・e日ion.”

RonERTS (Mr . .J.）“The origin of Anthracite.” 

LEBEDEW (M. N.）“ Uober die Zusammcnstellung dor rnssischen Carhonablagorungon mit tlenen 

der andoron Gegendon.” 

JILLSON (Mr. ¥V. R.）“Geology of the Oil Shales of tho EnsもernUnite<l States.’， 

OLIVEIRA MACHADOVE COSTS (D. A. de）“Las gisements dn sol gemmo <lll Portugal.円

ScHurnL (I-I.九￥.）“Uobercine nene goologischo Karte von Europa im Masss加hvon 1 : 10,000,000 

und eine goologischo Iζarto der Erde i. M. yon l : 15 000 000 mit Lager剖aettenkarte.”) ) 

MESEGUER PARDO (D. J.）“Estudio petrog1伯 COdol COl叩 ornptiyo“ElMonagrillo’＇ <lo la 

provincia do Murcia.” 

RINNE (I-I. F.）“Spannu時， Flies日e叫 Faltnngund Bruch.” 



KRAUSS (H. E.） “Der goomechanische 'l'ypus cler Miもtolrheinischonl¥fa:;se uncl cler orogono 

Cyklus." 

NAVARRO NEUMAKl'¥’（D. M. 1¥1. S.）“Los eboulomcnts de Mouachil." 

MAHGERrn (l¥I. E. do）“ Oeuvres geologiques do l¥farcel Bertrand." 

Swrn必HSKI(M. D.）“Geological sもrueもLll'OofもhoPokucio-carpathians." 

RmNHor,n (M1・.'l'li.）“ Str叫ometers,instruments for securing geologic data in Lor叶iolcs.け

MυlWZJ~WlCZ (1¥1. J.）“ Sur lo::; marinpolites eもlcnrspr・oehos.”

SWIDERSKI (M. B.）“ Compte rendu de la premiere reunion do l'association pour l'avanceme凶

de la geologic des Kmνathcs.円

I互巳Yι.；s(Mr. Ch.) “Meast ・c of geologicもi凶 o."

UAHSI (D. A.）“ La fotogrufo panor{tmica gc6logica y la ciuta:paloogmfieu.一DaLosdivcrsos sりbro
gcologia, l1idrologfo y mincria dol Rif.-Fragmon川 do algnnos むsLudius gcol6gicos c 

hiclrologicos, cu los q ue se .carazもorizaalguna localidad dctonuiuada so dむscnbroalgmrn 

nov引 ln<lεrol6gica,o so <'Sもab1ccc与 soratiflca al包unaIcy sobrc determinados fonomenos 

gool6gicm1.，フ

I弘NNEJ王om王VAKHIJEDJ・'. 
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WERNERT (l¥I. P.）“La caract.61・isationfaunirtno dn Vioux Loess.” 

8cADEC7'KY (1'¥tf. J. v.） “V cr<leむktoGoLit・gsrostci n'.1 Nord westeu von Sieben lrncrgen.-Sincl die 

Munti Apusoni ("¥¥Tosti. Grcnzgebirge von Sicbcnbuergen) varistisoho11 Alters ？” 

MARIN (D. A.）“Algnnas notas estaもigrti.fioa日sobrela euonta tcroiaria dol Eh1・o.”

PETROWI1'RCH-PAVLOV (l¥L A.） “Depots couti 11entanx pliocene日 etploistocones de l’Europe 

Orion tale." 

ZUBER CM. St.）“Contrihnもionsa ]'historic dos hassins pliocones aux pays ponto-easpiens.” 

SAi¥fO.TJρFF (M. J.）“Propositions・1叶atiγesa l’unite de classificaもionr mecaniq ue des roe hes 

sed imen ta ire日etcles sediments actnp]s." 

MATOUSEK (M1・.0.） “Motion on the uniformity of stratigraphical terminology with reganl to 

the diastrophical division," 

.JACOB (M.）“Resultats nouveaux oLtenus dans l'ox1〕lorationde l'Indo・Chinefran9aise <lepuis 

1922 110もammentceux qui rclatent deux notes de MM. Fromaget ct Mansuy." 

KETTNER (M. R.）“Evolution paleogeographiqu・e du Barrandien.” 
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